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料
宗
作
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ア
’
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

の
復
旧
・
復
興
調
査
で
現

地
入
り
し
て
い
る
公
明
党

の
谷
合
正
明
青
年
委
員
長

　
（
参
院
融
員
）
は

1
9
一
日
、

酉
ス
マ
ト
ラ
州
パ
タ
ン
市

北
西
部
の
パ
リ
ヤ
マ
ン
市

郊
外
の
村
を
視
察
し
た
。

　
パ
ダ
ン
市
と
比
ペ
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
友
好
協

兪
の
ギ
ｆ
ノ
ン
ジ
ャ
ー
ル
会
長

　
（
甲
釆
）
ら
と
意
見
交
揆
す

る
豆
炭
＠
＝
1
3
日

パ
リ
マ
マ
ン
郊
外
の
興
打

壊
召
建
物
の
嬰
が

激
し
く
被
害
も
男
・
現

笏
冨
茫
谷
合
氏
は
「
本

当
に
ひ
ど
い
状
況
で
復
旧

に
は
相
当
な
時
間
が
か
か

る
。
地
元
住
民
を
手
助
け

で
き
る
支
援
が
必
要
」
と

陪
っ
た
。

　
ま
た
谷
合
氏
は
、
同
地

域
で
医
療
支
援
を
行
っ
て

い
る
日
本
の
図
南
隊
や
、

国
際
医
療
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・

岡
山
思
な
ど
の
活
動
状

況
も
視
察
。
現
物
ス
タ
ッ

フ
の
鵬
に
よ
る
と
、
現
征

公明･谷合氏

は
外
科
的
な
医
療
は
少
な

く
、
不
女
で
眠
れ
な
い
と

い
っ
た
被
災
者
へ
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
や
慢
性
疾
患
な

ど
へ
の
対
応
が
中
心
と
い

う
。
谷
合
氏
は
「
被
災
状

況
に
つ
い
て
緊
急
的
な
課

題
と
雨
・
長
岡
的
な
課
題
に

分
け
て
、
日
本
政
府
に
支

妻
謳
菩
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
随
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
詣
馨
蜃
ぞ
行

っ
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
Ｊ
Ｅ
Ｎ
（
ジ
ェ
ン
）

が
被
災
地
で
住
民
か
ら
聞

き
取
り
調
寄
居
行
っ
て
い

る
現
場
も
視
察
し
た
。
1
2

日
の
現
旬
報
避
で
は
、
酉

ス
マ
ト
ラ
州
の
小
・
中
・

高
校
の
う
ち
全
壊
は
８
９

９
校
、
半
壊
は
５
８
１
校

に
上
る
。
校
舎
が
余
習
し

た
学
校
で
は
テ
ン
ト
を
張

っ
て
授
業
を
再
開
す
る
予

定
で
、
テ
ン
ト
の
緊
急
確

保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
確
認
し
た
。
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